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研修旅行、実大三次元震動破壊実験施設見学

�防災科学技術研究所では、海外への

研究者派遣、外国人研究者の招聘、国

際機関への協力など、防災科学技術に

関する国際交流を積極的に推進してい

ます。その一環として、国際協力事業

団（JICA）が行う海外への技術移転の

事業にも協力しています。平成11年度

に行われた前回のJICA研修に引き続き、

本年度は第２回目の実施となりました｡

�社会基盤整備が遅れている開発途上

国にとって、自然災害に起因する物的

・人的損失は円滑な経済発展の脅威と

なり、自然災害の防止・軽減に資する

防災技術開発とこれに携わる研究者・

技術者の育成・強化が急務となってい

ます。開発途上国の防災研究者、科学

者及び技術者の目標は、それぞれが選

択した研究課題において基礎的、探索

的研究に参加し、重要かつ最新の知識

と技術を習得し、さらに各課題で求め

られている研究の本質についての認識

を深め、研究の方法論及び研究手法を

習得することです。

�今回のJICA研修「自然災害防災研究

コース」は、期間が平成13年11月12日

から平成14年２月23日までの約３ヵ月

で、研修員はエクアドル・ペルー・ト

ルコから２名ずつで合計６名が参加し､

９名の防災科研の研究者が研修員の指

導にあたりました｡

　また、各研修員の専門研究テーマに

即した個別研修旅行も行われました。

例えば、｢洪水予報システムの調査｣や

各地の「地震観測点施設の調査」など

に積極的に出かけ、充実した研修とな

りました。

�最近、世界各地で大きな自然災害が

発生して被害をもたらしており、それ

ぞれの研修員は、研修成果をとおして

自国の自然災害軽減に貢献したいとの

思いを強く持ち、熱心に受講し、その

成果として研究報告発表会では気合の

入った発表や質疑応答が取り交わされ

ました。そして、指導員の熱心な指導

や助言に感謝し、非常に有意義だった

という声が多く聞かれ、中には研修課

題等をもっと増やして欲しいとの希望

もありました。

�今回の研修をとおして、指導員をは

じめ多忙の中で尽力された関係者の方

々に敬意を示すとともに、各研修員の

帰国後の更なるご活躍及び研究実績の

自国への還元に期待しているところで

す｡

（問い合わせ先：企画部企画課）

JICA研修「自然災害防災研究コース」

エクアドル､トルコなどから6人が参加
災害に強い社会をめざして

　　　  ―防災科学技術研究所成果発表会の開催―

�平成13年度成果発表会を次のとおり

開催いたしますので、多数ご参加くだ

さるようご案内いたします。

日　時：平成14年４月12日(金)

　　　　午後１時から午後５時10分

場　所：砂防会館別館

　　　　シェーンバッハ・サボー

　　　　東京都千代田区平河町2-7-5

参加費：無料、但し要登録

プログラム

[講演の部]

●開会の辞

●来賓挨拶

●防災科学技術研究所の概要

�　　　　　………理事長　片山恒雄

●高解像度大気・海洋結合シミュレー

　ションモデルの開発………松浦知徳

●雪氷防災研究の現状と今後の展開

�　　　　　　　　　………佐藤篤司

●｢地殻底部低周波微動｣の発見

　　　　　　　　　　………小原一成

●地震動予測地図の作成

　　　　　　　　　　………藤原広行

●地震防災への新たな取り組み

　　　　　　　　　　………亀田弘行

[ポスターの部]

○ 地震　　　　　７件

・高感度地震観測から描く東海地震の

　イメージ　　　　　………松村正三

・地震による強い揺れが到着する前に

　震源決定する試み　………堀内茂木

・諸外国で用いられている震度と気象

　庁震度の関係　　　………功刀　卓

・地震による建物などの破壊過程の研

　究　　　　　　………小川信行　他

・地震災害軽減のための技術開発

　　　　　　　　………松岡昌志　他

・インド・グジャラート地震災害のケ

　ーススタディ　………新井　洋　他

・アジア･太平洋域の地震･津波災害抑

　止戦略のための方法論

　　　　　　………ラジブ・ショウ他

○ 火山　　　　　２件

・最近の富士山の活動………鵜川元雄

・航空機搭載型マルチスペクトルスキ

　ャナによる火山観測………實渕哲也

○ 大雨・洪水　　２件

・マルチパラメータレーダを用いた雲

　や雨の観測　　　　………眞木雅之

・平成12年９月東海豪雨における河川

　の洪水流出　　　　………中根和郎

○ 土砂災害　　　１件

・｢地すべり地形分布図｣の多面的活用

　　　　　　　　　　………井口　隆

○ 雪氷　　　　　３件

・日本の積雪地域の気候的な特徴と近

　年の変化　　　　　………石坂雅昭

・雪雲の山越えによる降雪集中のしく

　み　　　　　　　　………中井専人

・北半球雪氷域における冬季の気温と

　降水量の経年変化　………小杉健二

[パネル展示]

・実大三次元震動破壊実験施設（Ｅ－

　ディフェンス）の建設状況ほか６件

　詳細はホームページをご覧ください。

参加希望の方は、下記ホームページか

ら、お申し込みください。

<http//www.bosai.go.jp/jindex.html>

（問い合わせ先：企画部企画課広報係

　�　　　　　  10298(58)1773）


